
※写真・イラスト等はイメージです

分析⼒や企画⼒で、ビジネス社会をリードします！

「簿記？会計？ どこで使われているの？」
どんな企業でも、簿記や会計の知識は必要となります。例えば、
商品を売るにしても、製品を作るにしても⾦額の計算は必要となり
ます。販売業、製造業などを問わず、全ての企業で簿記会計が使
われており、企業の採用担当者が選ぶ資格ランキングでも簿記
は「2位」に挙げられています。商業科では「簿記」、「財務会計」を
中⼼に商業科⽬を幅広く学びます。また、事務処理に必要なコン
ピュータの技術や商品の販売・開発に必要な知識も学習します。

採用担当者が選ぶ
資格ランキング

1位：TOEIC(英語)
2位：簿記
3位：MOS(情報処理)
4位：宅地建物取引主任者
5位：情報処理技術者試験

※リクルート社ＨＰより引用

「財務会計」
企業の財産や
収益を計算する
方法を学びます。

「総合実践」
教室をオフィスと⾒
⽴て、教室内で商
品売買や接客等
を実践します。

「商品開発」
商品の企画、
デザイン等につ
いて学びます。

【取得できる資格等】
・日商簿記検定
・全商簿記検定
・全経簿記検定 等

【取得できる資格等】
・ビジネス
コミュニケーション検定
・秘書検定 等

【参加できる大会等】
・商品開発コンテスト
・ﾋﾞｼﾞﾈｽｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ
・商業高校ﾌｰﾄﾞｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ

等

・会計税理⼠事務所
・銀⾏の窓⼝業務
・病院、薬局、ｻｰﾋﾞｽ業、
工場等の事務
・ホテルや観光宿泊施設
のフロント
・食品、雑貨、衣服等の
販売
・各種ベンチャー企業
・資格を活かした大学
(国公⽴・私⽴)進学

等

公務員試験合格や高等看護学校への進学等、
多様な進路に対応します！

「地域を支える人材になる！可能性は無限大です！」
国語、地理歴史、公⺠、数学、理科、英語等の共通教科を中心に学び、
就職にも進学にも対応できる⼒を⾝に付けます。また、地域の未来について
探究する学校設定教科・科目の設定を検討しています。

３年⽣になると、「公務員・就職類型」と「進学類型」に分かれ、生徒
一人ひとりに寄り添った学習を進めます。

公務員試験には、数的推理、
判断推理などの問題が出題さ
れます。この類型では、公務
員試験に対応した授業・課外
などを実施します。

⺠間企業への就職を目指す
生徒は、総合選択で「ビジネ
ス情報」（商業科目）を選
択することができ、コンピュータ
の資格を活かした就職にも対
応できます。

進学類型では、国語、地理歴史、公⺠、数学、

理科、英語等の共通教科を学習します。特に
⾼看や医療系の⼤学等への進学を目指
します。
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